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整髪料試作品

プリプレグシート　
（一村産業）

等方性ランダムシート
＜スタンパブルシート＞
（サンコロナ小田）

コミングルヤーン
（カジレーネ）

 ロッド／ケーブル　     アンカープレート
　　　　　　（小松精練）

オープンイノベーションに向けた階層型の知のネットワーク

湿式微細化装置で作製されたＣＮＦ

試作した自動車用樹脂成形部品　　長さ　900mm 事業推進体制

「医薬用ハイブリッド極薄基布」
を用いて作製したテープ剤

プレス成形品
  （石川県プレス工業組合）

自動積層機
（津田駒工業）

サーボプレス
（コマツ産機）

レーザー加工機
（澁谷工業）

とやまナノテクコネクト・次世代ものづくり創出プログラム

地域イノベーション戦略

　 富山発の｢超高圧・超高速湿式微細化技術｣が生み出す「ナノ材料・高次加工技術」を「地域
のコア技術であるものづくり」と融合させることで、ダントツの競争力を有する技術･製品を次々
と創出するとともに、このようなイノベーティブな研究開発を担う人材や事業化人材の持続的な
育成と集積が行われる地域の形成を目的とします。

【事業概要】
１．地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積

　 （富山県工業技術センター、

　 富山大学、富山県立大学）

　開発技術の事業化を目指す企

業から研究者を招へいし、セル

ロースナノファイバー（CNF）の繊

維や樹脂材料からエレクトロニク

ス、ヘルスケア、再生医学等の幅

広い産業分野における応用研究

を行っています。

2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び

　 実施（富山県新世紀産業機構）

　ナノテクものづくりに必要な企業家精神を育み、研究開発能力や活

用技術の底上げを図るプログラムを実施しています。

3. 大学等の知のネットワークの構築（富山県新世紀産業機構）

　オープンイノベーションに向けたイノベーション推進協議会を頂点と

する階層型の知のネットワークを構築しています。ナノテクに関心があ

る会員（無料）から構成されるネットワークメンバー層を対象に外部資

金獲得や研究成果の事業化に向けた共同研究をコーディネートし、共

同研究企業群への引き上げを進めています。

【主な成果】
１．セルロースナノファイバーを用いた整髪料の開発

　CNFのコーティング効果と成分保持効果を

生かし、「毛髪や頭皮への低ダメージ」、「毛髪表

面を自然にコート」「シャンプーで簡単に洗い流

せる」をコンセプトとする新しい整髪料の開発

を進めました。

　毛髪強度の向上、毛髪表面への均一コーティ

ング、水で容易に洗い流せること、さらに、ダ

メージ毛の修復効果等が確認できました。　

2．医薬用ハイブリッド極薄基布の開発

　鎮痛消炎用の貼付剤を代表

する「テープ剤」用基布について、

極薄ニット材へ接着剤を使わず

にナノファイバー不織布層を形

成する繊維加工技術の確立を

図り、極薄型で皮膚追従性が良

く、通気性・透湿性に優れた

「医薬用ハイブリッド極薄基

布」を開発しました。

3．セルロースナノファイバー/ポリプロピレン（PP）樹脂ナノ

　 複合材料の開発と自動車用樹脂成形部品への適用

　CNFとPP樹脂を複合化し、軽量、高強度・高剛性、低膨張、

易サーマルリサイクル性等の優れた特性を有するCNF/PP

樹脂ナノ複合材料を開発し、超軽量な自動車用樹脂成形部

品の実用化に向けた研究開発を実施しました。CNFとの複

合化による強度の向上と線膨張率の低下を確認しました。

【主な成果】
１．一大生産拠点に向けた製品開発の進展
　地域内の産学官の知のネットワーク化を図るなかで、具体的な製
品開発の取組を進めてきました。

2．連携の展開と強化
　上記の開発製品を本地域の強みとし、平成26年度にスタート
した北陸地域と東海地域の産学官組織が連携する「東海・北陸
連携コンポジットハイウェイ構想」の各種イベントに参加するとと
もに、金沢工業大学ICCは、国内の複合材研究開発拠点（名古屋
大学NCC、岐阜大学GCC）と連携協定を結びました。さらに、
ICCは海外のクラスター組織（仏：EMC2、独：CFK Valley）とも
協定を結び交流を開始しています。
　今後、地域内の産学官連携に加え、地域外や海外との連携も一
層強化させていきます。

●研究機能・産業集積高度化地域（平成26年～30年度）

とやまナノテクコネクト・
コアコンピタンスエリア

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…富山県機電工業会、
　　富山県プラスチック工業会　ほか
学…富山大学、富山県立大学　ほか
官…富山県、富山県新世紀産業機構
金…北陸銀行、富山第一銀行、富山銀行、
         富山信用金庫、高岡信用金庫

　セルロースナノファイバーの工業的な製造技術を核とし、幅広い産業分野で
のナノファイバー利用に向けた研究開発を行っています。地域に蓄積されたもの
づくり技術とナノオーダーの加工や材料製造に関わるニッチトップ技術との融合
により国際競争力ある次世代ものづくり産業創成のモデルとなることを目指し
ています。

略歴：独）産業技術総合研究所
中部センター所長を経て、平成
26年4月より富山県ものづくり
研究開発センター所長。

プロジェクトディレクター

鳥 山 　 素 弘

地域イノベーション戦略

　本地域が有する繊維産業の織物・染色加工技術、機械産業のプレス加工技術等のモノづくり
産業の技術力や大学等研究機関の知見といった強みを最大限に活かすことで、自動車部材等へ
の適用による二酸化炭素排出削減等への貢献が大いに期待される炭素繊維分野での技術・製
品開発を推進してきました。
　本取組の加速のため、専門の研究者の招へいや事業推進のためのコーディネータ・スタッフの
配置を行い、炭素繊維複合材料の一大生産拠点の構築を目指します。

　地域イノベーション戦略の実現に向けて、地域産業特有の技術を基に、研究者

の集積、知のネットワーク構築、人材育成、設備共用化支援等のプログラムを推

進し、熱可塑性炭素繊維複合材料とその製造・加工技術の開発を行っています。

その取組により、高い環境価値を創造することができる「織物技術を活用した

熱可塑性炭素繊維複合材料の一大生産拠点の形成」を目指しています。

略歴：東京大学工学部教授を経て、
平成13年金沢工業大学教授に就任。
専門分野は複合材料工学、実験・計算
力学、非破壊検査工学、信頼性工学。

プロジェクトディレクター

金 原 　 勲

織物技術を活用した熱可塑性炭素繊維複合材料の一大生産拠点の形成

●研究機能・産業集積高度化地域（平成24年～28年度）

いしかわ型環境価値創造産業
創出エリア

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…石川県鉄工機電協会、
　　石川県繊維協会　ほか
学…金沢大学、金沢工業大学
官…石川県産業創出支援機構、
　　石川県工業試験場
金…北國銀行　ほか
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http://www.tonio.or.jp/nanotech/ http://www.isico.or.jp/icfc/

事業の内容

【事業概要】
　本地域が築いてきた強みを持続的なイノベーションに結び付け
るため、「ヒト（人材）」、「モノ（設備）」、「カネ（資金）」を三位
一体とする支援メニューを実施しています。

1. 人材
　第一線で活躍する研究者を全国から招へいし、産学官が連携し
た研究開発を展開しています。同時に、本事業を促進するための各
種コーディネータ、さらに地域研究機関の設備の共用化を支援する
人材を配置し、地域が一体となった取組を支援しています。

2. 設備
　石川県工業試験場「次世代産業創造支援センター」（平成23年
度整備）に加え、平成25年度に金沢工業大学「革新複合材料研究
開発センター（ICC）」を整備しました。科学技術振興機構「革新的
イノベーション創出プログラム（COI STREAM）」と役割を分担し
ながら拠点機能を果たしています。

3. 資金
　石川県と県内の金融機関が「いしかわ次世代ファンド」を創設し、
県内企業の次世代産業に向けた研究開発と事業化への取組を支援
しています。また、科学技術振興機構A-STEPや戦略的基盤技術
高度化支援事業（サポイン事業）等、外部資金を積極的に獲得する
産学官連携による研究開発への取組で成果を挙げています。

事業の内容

【材料・中間基材】

【成形品】

【成形加工装置】


